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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月30日(2017.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶融加工可能な接着剤を調製するための方法であって、
　ａ）Ｍｗ＞３０ｋＤを有する高Ｔｇコポリマーであって、
　　ｉ．高Ｔｇ（メタ）アクリル酸エステルモノマー単位、
　　ｉｉ）任意に酸官能性エチレン性不飽和モノマー単位、
　　ｉｉｉ）任意に低Ｔｇ（メタ）アクリル酸エステルモノマー単位、
　　ｉｖ）任意に非酸官能性エチレン性不飽和極性モノマー単位、及び
　　ｖ）任意にビニルモノマー単位、を含み、ｉ）～ｖ）の合計が１００重量部である、
高Ｔｇコポリマーを、
　低Ｔｇコポリマーのためのモノマー混合物であって、
　　ｉ．低Ｔｇ（メタ）アクリル酸エステルモノマー、
　　ｉｉ．任意に酸官能性エチレン性不飽和モノマー、
　　ｉｉｉ．任意に非酸官能性エチレン性不飽和極性モノマー、及び
　　ｉｖ．任意にビニルモノマー、を含み、ｉ）～ｉｖ）の合計が１００重量部である、
前記モノマー混合物中に溶解する工程であって、前記混合物が、任意に水素化炭化水素粘
着付与剤を含む、工程と、
　ｂ）得られた前記混合物を重合する工程と、
　ｃ）工程ａ）において存在しない場合、水素化炭化水素粘着付与剤を添加する工程と、
　ｄ）前記重合された混合物を溶融押出する工程と、
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　ｅ）前記押出物を電子ビーム照射によって架橋する工程と、を含む、方法。
【請求項２】
　前記非酸官能性エチレン性不飽和極性モノマーが、塩基官能性極性モノマーである、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記高Ｔｇコポリマーが、０．５重量部未満の塩基性モノマー単位を含み、
　前記低Ｔｇコポリマー成分のための前記モノマー混合物が、０．５重量部未満の酸官能
性モノマー単位を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記低Ｔｇコポリマーが、０．５重量部未満の塩基性モノマー単位を含み、
　前記Ｔｇコポリマー成分が、０．５重量部未満の酸官能性モノマー単位を含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　１００重量部の前記低Ｔｇモノマー混合物及び高Ｔｇコポリマーに基づいて、０．１～
２０重量部の水素化炭化水素粘着付与剤を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　１００重量部の低Ｔｇモノマー混合物及び高Ｔｇアクリレートコポリマーに基づいて、
最大４０重量部の前記高Ｔｇコポリマー、及び６０重量部以上の前記低Ｔｇモノマー混合
物を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記低Ｔｇモノマー混合物が、
　ｉ．８５～９９．５重量部の（メタ）アクリル酸エステルモノマー、
　ｉｉ．０．５～１５重量部の酸官能性エチレン性不飽和モノマー、
　ｉｉｉ．１～１０重量部の非酸官能性エチレン性不飽和極性モノマー、及び
　ｉｖ．０～５部のビニルモノマーを含み、ｉ）～ｉｖ）の合計が１００重量部である、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記非酸官能性エチレン性不飽和極性モノマーが、塩基官能性モノマーであり、そのモ
ル量が、前記酸官能性モノマーのモル量を超過する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記高Ｔｇコポリマーが、
　ｉ）最大１００重量部の高Ｔｇ（メタ）アクリル酸エステルモノマー単位、
　ｉｉ）０～１５、好ましくは１～１０重量部の酸官能性エチレン性不飽和モノマー単位
、
　ｉｉｉ）任意に０～５０重量部の低Ｔｇ（メタ）アクリル酸エステルモノマー単位、
　ｉｖ）任意に０～１５、好ましくは１～１０重量部の非酸官能性エチレン性不飽和極性
モノマー単位、及び
　ｖ）任意に０～５、好ましくは１～５重量部のビニルモノマー単位を含み、ｉ）～ｖ）
の合計が１００重量部である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記非酸官能性エチレン性不飽和極性モノマーが、塩基官能性モノマーであり、そのモ
ル量が、前記酸官能性モノマーのモル量未満である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記高Ｔｇコポリマーが、断熱バッチ重合方法によって調製される、請求項１に記載の
方法。
【請求項１２】
　重合の前記工程ｂ）が、光重合である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記混合物が、架橋剤を有しない、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記組成物１キログラムあたり最低０．０５モルの酸／塩基対を含む、請求項１に記載
の接着剤組成物。
【請求項１５】
　電子ビームで架橋された接着剤組成物であって、
　ａ）Ｍｗ＞３０ｋＤを有する高Ｔｇコポリマーであって、
　　ｉ．高Ｔｇ（メタ）アクリル酸エステルモノマー単位、
　　ｉｉ）任意に酸官能性エチレン性不飽和モノマー単位、
　　ｉｉｉ）任意に低Ｔｇ（メタ）アクリル酸エステルモノマー単位、
　　ｉｖ）任意に非酸官能性エチレン性不飽和極性モノマー単位、及び
　　ｖ）任意にビニルモノマー単位、を含み、ｉ）～ｖ）の合計が１００重量部である、
高Ｔｇコポリマーと、
　ｂ）低Ｔｇコポリマーであって、
　　ｉ．低Ｔｇ（メタ）アクリル酸エステルモノマー、
　　ｉｉ．任意に酸官能性エチレン性不飽和モノマー、
　　ｉｉｉ．任意に非酸官能性エチレン性不飽和極性モノマー、及び
　　ｉｖ．任意にビニルモノマー、を含み、ｉ）～ｉｖ）の合計が１００重量部である、
低Ｔｇコポリマーと、
　ｃ）水素化炭化水素粘着付与剤と、を含む、接着剤組成物。
【請求項１６】
　前記高Ｔｇコポリマーが、酸官能性モノマー単位を含み、
　前記低Ｔｇコポリマーが、塩基性官能性極性モノマー単位を含む、請求項１５に記載の
接着剤組成物。
【請求項１７】
　前記低Ｔｇコポリマーが、酸官能性モノマー単位を含み、
　前記高Ｔｇコポリマーが、塩基性官能性極性モノマー単位を含む、請求項１５に記載の
接着剤組成物。
【請求項１８】
　前記高Ｔｇコポリマーが、１～１０重量部の酸官能性エチレン性不飽和モノマー単位、
及び０．５重量部未満の塩基性モノマーを含有し、
　前記低Ｔｇコポリマーが、１～１０重量部の塩基官能性エチレン性不飽和極性モノマー
、及び０．５重量部未満の酸性モノマーを含む、請求項１５に記載の接着剤組成物。
【請求項１９】
　架橋剤を含有しない、請求項１５に記載の接着剤組成物。
【請求項２０】
　前記組成物１キログラムあたり最低０．０５モルの酸／塩基対を含む、請求項１６に記
載の接着剤組成物。
【請求項２１】
　前記組成物１キログラムあたり最低０．０５モルの酸／塩基対を含む、請求項１７に記
載の接着剤組成物。
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